
　　　　　　　　　　　流星　と　大丁丁

　　　　　　　　　　　　　　下　　保　　　茂

　先に私はL流星の光度曲線と上暦大三一1の中でD．1：loffleitの論文より流星の

光度極大の地上よりの李均の高さを求め，上層大氣の異常暦に言及した．近

着のNature誌（No・3325，　VoL　132）を見るとロシヤのTashkent天文憂の

マルッエフ（V．Malzev）も略同様な考へを磯表してみる　（Meteors　and　the

80－goKm．　Layer　of　the　Earth’s　Atmosphere）．大要を記して見やう．

　Miss　D．　Ho田ei亡がハ1バ1ド天文峯で撮：嘱した流星恐嚇を研究した庭，流

星が経路の途中で光度の極大となる部分と地球大氣に進入して來る速度との

開に統計的な關係のあることが分つた．脚ち速度が大なれば大なる程，流星

の最大光輝の位置が消失黙に近づく．

　流星の焚光難溶々失言と，地心速度との聞に確實な關係の存在することは

知られてみることであるが，この事態にHo田eitの極大位置を適用して次の

表を得た．表中．火球は先に私が二1スル・ホフマィステル型録の400個の

流星について獲表した李均高度の曲線より引用し，叉流星（光度は木星より小

で，一等より大）のはDenningの観測より探用した．これらの二組はその光

度が略ノ・｛バ1ドで記録されたものに等しいとの考へから撰んだ．
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上表の第5列，及第8列に，

　　．F均94．1±1．3Km　　　　平均94．3±O．5Km

流星の極大光度の高さが示されてみる．この結
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果．流星の極大光度が地上略一定の高さに観測されることを知った．かくの

如く，極大光度σ）高さは，地心速度によるよりも，流星が一定の高さの或る

層を通過する時その檬に槻弓される事が確實らしい，

　上に得た94Kmの高さの層は翁島よりも高過ぎる様に思はれる，以前の論

文で私は既に，槻測から推論した．流星の李均高度は，實際の高さより幾分

高v・ことを指摘して置v・た．今の揚合も推算した層の高さは過大である．

　私はこの暦の眞の高さは85－90Kmのあたりと思ふ．實際流星の爆獲の高

さを直接決定すると略85～89Kmに一定する，それで，流星の突然の急激な

噌光（HoMeitの第：H型の様な¢））も同じ位の高さで起るのは確實と忽ふ・

　1926年に私は地球一ヒ80～90Km位の高さにある特異な性質の層について指

摘した．

　其後私は他の謹縁を得たが，Ho田eitによって見出された流星光度の極大

位置の關係も亦この叙述を裏書するものと思ふ．」

　以上の如く．述べてみる．

　獲光黙消失鮎と地心速度の關係より得た極大光度の高さはMalzevの値と

私のとは略一致する．彼は三際の暦の高さが94K：mより低い事を述べてみる．

が私が引用した5ケの大流星の光度極大の高さの李均が85Ku正となってみる

のは興味深いと思ふ．

　去る8月25日夜，私は，典型的なHofileitの第II型に相回する大流星を糊

測したが，今後大流星の槻測される際は光度の攣化にも御注意あらんことを

切望する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1933俣エ8夜）

伊藤榮一君逝く

　去る昭和5年四月京都帝國大回理三部に入學し，天丈學を修めつSあった伊藤榮一

君は，病氣のため，去る五月一半退干し，大阪市で静養してみたが，去る十月8日に至

り危篤ec陥り，遽に同日夕刻逝去・同月10日大阪で皆別式あり，山本教授が滲列さわ

た．


